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Ⅰ新技術の解説

１要旨

ハウスネギ栽培は、ハウス内に密植し、土寄せをしないでフィルム等で軟白することで白根をつくる栽
培方法である。フラワーネット支持と有孔フィルムを用いることで、従来の方法より密植が可能で、高生
産性、低コストな軟白方法を開発した（図１、表１）。

(1) フラワーネット支持による軟白法は、従来の軟白法よりも密植が可能になり、太さはほぼ維持し、収
量が16％増加する（表２）。

(2) この方法をネギ単価316円／kgで試算すると、従来の軟白法よりも農業所得が32％増加し、従来法
ではマイナスだった純利益がプラスに転じる（表３）。

２期待される効果

ネギの端境期をねらった生産技術として、今後生産拡大が期待できる。

３適用範囲

県内全域

４普及上の留意点

この技術による純利益確保のためには、286.2円／kg以上の販売単価が必要である。なお、想定する
経営体は、水稲100a、ハウスネギ4a、露地ネギ20a、その他野菜類（ブロッコリー等）10aとして試算し
た。
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